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巻頭言・CONTENTS

卒業 50 周年にご招待を頂き、心から感謝申し上
げます。昨年までコロナの影響で母校は行事・イベン
トが開催できない状況でした。今年に入りようやく世
の中全体が徐々に動き始めてきました。2024 年 3月
23日には母校の卒業式が行われました。卒業生は、
1510 名でした。社会に出てのご活躍を祈念します！　
卒業した学生はコロナ禍で学校に通っての授業がほと
んど受けられず、仲間との出会いもかなわず、友情を
育むこともできない異常なまでの体験をした世代でし
た。社会に巣立っていくステップで学生時代にしか経
験できない何物にも代えがたい貴重な時間を経験でき
なかった事は無念だったと思います。
その中で私たちが 50 年の月日を過ぎて仲間と出会
い、学生時代の思い出を語り合い、絆ができて社会
人になれたことに、改めて母校・友人に感謝申し上げ
ます。
振り返ると、入学当時は学生運動も静まり学内も平
穏でした。社会に出てからは経済成長に乗り始めた時
代でした。その後オイルショックがあり、バブル崩壊、
デフレなど大きな経済変動も経験しました。いまだに
世の中は戦争が起き、経済も変動が大きく混沌とした
時代で落ち着いてはおりませんが、母校での学びや同
窓の絆を時に思いだし、平常心を保つことを心掛けて

人生を送っております。
今回出会えた仲間は 35 名
でした。母校を卒業したこと
の喜びを胸に刻み、一生懸命に過ごした人生の充実
感を持った素晴らしい仲間です。40 周年では 23 名の
参加で寂しさがあり、次回（50 周年）は声を掛け合っ
て倍返しの参加者を誓っていました。
仲間と話している時、いまだに葵友会の存在も知ら
ない方もおり、全国にある支部の存在をお知らせしま
した。結果はすぐに表れていくつかの支部へA会員
の登録です。母校でつながる絆は太く逞しく成長して
おります！
次回は 5年後の 55 周年で再会の約束をしました。

その時は年齢も 77 歳となります！　葵”寿の会で元
気な姿で母校に集合します。中には事情がありOver 
77 の方もおられるでしょう…（笑）。葵祭に絡めて
何かしらのイベントを企画したいと思います。それ
までボケずに（笑）「長生き・長生き」とお互いが
自分に言い聞かせて健康に留意し、道に迷わずどん
な手段でも取って、這ってでも必ず国分寺の母校に
集まろう！　と声をかけ散会となりました。学校関
係者並びに葵友会の皆様、大変お世話になりました。
厚く御礼を申し上げます。感謝・拍手！！
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